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＜事業名＞  

行政提案事業  

第２３回 平和のための香芝戦争展 

① 講演・学習・展示会等  ② ８・６被爆の集い  

③ 平和音楽祭開催 

＜団体名＞  

NPO平和のための香芝戦争展 

 

   

事業費             

     755,928円            

補助金確定額           

600，000円  

             

令和６年度（２０２４年度）事業の実績及び事業の効果 

① ８・３（土）４（日）参加者 280名。ふたかみ文化センター２階会議室３室を使っての開

催で、第１会議室は遺品・戦争資料展示、第２会議室はヒロシマ高校生の原爆絵画展、そし

て第３会議室は荻田耕司講演・伊藤厚史講演・安野輝子講演・アニメ上映を行い、無事終了

することができた。今年も多くのマスコミ取材があった。 

② ８・６（土）香芝被爆の集い ６０人の参加 

今年は若手僧侶の平和と宗教そして被爆の訴えを聞いた。香芝市長、マスコミの参加が

あった。８時 15分ヒロシマ被爆に合わせた黙祷、平和の誓い、詩の朗読、合唱「青い

空は」など全員の参加で原爆犠牲者慰霊を行った。スムーズに進行した。 

③ 2025・１・１8（土）平和音楽祭 参加者約 3３0名。 

今年度は 10 回目を迎えたが、昨年度より参加者が増え、最後まで多くの方が残ってく

れ踊りもあって盛り上がった。「音楽でみんなを笑顔に！今こそ平和を！」をテーマに実

施したが、それに呼応する感想文が多く寄せられた。「音楽の美しい音色で平和が呼べそ

うな気がしてきました。…」等。 

2024年度全体まとめ 

 ・全体としてどの行事とも計画通りやり終え良かった。 

 ・学校訪問も今年も真美東小・二上小・関屋小とあり、学校の平和教育を応援できた。 

 ・屯鶴峯地下壕の西壕とその上の建物跡等の考古学的知見をまとめた『屯鶴峯地下壕・関

連資料集』を発行することができた。 

 ・NPO平和のための香芝戦争展が所有する「戦争遺品」「戦争資料」の保管展示場所につ

いて香芝市（市図書館・市文化財課・生涯学習課）と話し合いができた。 

 ・奈良県文化財課と屯鶴峯地下壕の保存問題で話し合いをすることができた。 

 ・次年度は戦後８０年、いよいよ戦争体験を次世代に伝えていくことが難しくなってきて

いる。戦争関係者だけでなく市役所あげて市民みんなで考える必要があるのではない 

か。 
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団体紹介 

私たちの団体は、２度にわたる世界大戦、今なお絶えることのない地域紛争、飢えや貧困、人権抑

圧、環境破壊等人類の危機ともいえる事態を前に、２００２年以降香芝市において、戦争と平和の

問題を中心に「平和のための香芝戦争展」を開催してきました。 

そして２０１０年８月、奈良県知事より「NPO法人（特定非営利活動法人） 平和のための香芝戦争

展」の認証を受け活動を進めているところです。 

２０２４年度の開催は２３回目になりました。 

 

 


